
 

令和４年度 第２回学校運営協議会 報告〔令和４年１０月２８日（金）実施〕 

 

 

１ 学校運営協議会報告 

 （１）学校評価について（教頭より説明） 

７月の教職員学校評価（前期）について教頭より説明を受ける。学校評価で出てきた内容

に関しては、８・９月中に改善ができるものはすでに取組が始まっている。 

 （２）「あいさつ運動」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）学校と地域との連携について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）開校１５０周年記念事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜教頭より＞ 

・毎月第３週に「あいさつ運動」『ハローウィーク』の取組を続けている。 

・全ての各自治会へ、地域の方の目印として和土ガエルマークの配付をした。 

・今後も「あいさつ運動」の取組を工夫して盛り上げていきたい。 

＜話合いから＞ 

・学校で取組を続けていくと子どもたちの心に残る。 

・言われなくても自然に挨拶ができる子どもにしていきたい。 

・近所に出かけた際など、目上の方にどのように挨拶すればよいのか、自分で考えること

のできる子になってほしい。 

・自然の教室や修学旅行では、施設・旅館の方々によく挨拶をしていた。 

＜校長より＞ 

・今後の学校と地域との連携について、学校としてできることや地域と一緒になってやって

いくことを考えていきたい。 

＜話合いから＞ 

・グランドゴルフの会は、年配の方が多く参加している。子どもたちが参加できる機会があ

ってもよい。あの時あった方々という繋がりが生まれるのではないか。 

・地域によっては人が集まらない困難さもある。無理に新しいことを始めなくてもよい。 

・学校側からの要望にこたえる形で地域も協力できることを模索していくとよいと思う。 

＜教頭より＞ 

・学校運営協議会が中心となり、周年記念の取組を進めていきたいと考えている。 

・航空写真、記念誌発行、記念式典、横断幕作成は是非取り組みたい。 

・来年度、保護者からご協力いただける方（サポーター）を募集していく。 


